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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積  191 ha

平成 17 年度　～ 平成 20 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

箇所 H16 H20

％ H16 H20

　昭和３０年代以降、日本経済の高度成長に伴い、産業集中による都市部への急激な人口の流入の発生により、深刻な住宅難が生じた。そのため道路等都市施設の整備を伴わない無計画な宅地化が
多く進められ、土地利用の混乱や公共施設整備の遅れ等の様々な問題が生じることとなった。このような問題に対処するため、まちづくりの観点から公的機関が中心となって大規模な宅地開発、す
なわちニュータウン開発が進められた。
　栄地区は、昭和５０年代に民間事業者により開発されたニュータウンであるが、戸建て住宅を中心に約４，５００戸の住宅（戸建住宅や公的賃貸住宅等）や小学校（２校）と中学校（１校）のほ
か、地区の中心部には商業施設、大規模な公園など良好な住環境が形成されている。
　当地区には、小学校単位で２つの「ふれあいのまちづくり協議会」が結成されている。「ふれあいのまちづくり事業」は、すべての市民が地域社会のふれあいの中で日常生活を送ることができる
よう、市、事業者及び市民が協力して地域福祉の向上を目指し、各種の福祉活動、交流活動等が積極的に展開されている。
当地区内の秋葉台地域では、建築協定が締結されており、景観を守る取り組みがなされている他、桜ヶ丘地域では地域防犯の取り組みとして、地域住民による防犯灯の設置が進められている。ま
た、近接する明石川の環境整備を行なうため、栄地区等の連合自治会が中心となって、「押部谷町明石川愛護協会」が平成１６年７月に設立され、水辺フォーラムやリバーウォーク（クリーン作
戦）、桜の植樹などに取り組んでいる。
その一方で、主要公共機関からのアクセスが充分とは言えない当地区の魅力を取り戻すため、商業施設のリニューアルや道路の再整備等が進められている。

計画期間 交付期間 20

大目標　魅力が低下したニュータウンの住環境再生により、地域の活性化を図る。
目標１  防犯性の高い、安全で安心な住環境を整備する。
目標２　市営住宅の賑わいの再生により、地区の活性化を誘導する。

都道府県名 兵庫県
ヒョウゴケン

神戸市
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栄地区
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・市営住宅の入居者の減少が進み、町の質が低下することがないよう、築後３０年が経過した市営栄住宅の住宅設備の新旧格差を是正するため、給水設備の更新などを行い、住宅の居住性の向上を図る
必要がある。
・当地区は、景観保全、防犯対策、自然環境保全等においても、まちづくりの機運が盛り上がっているため、団地内においても防犯灯などの屋外施設や広場の整備が必要となっている。

　栄地区を含む押部谷地域は、神戸市総合計画の区別計画において、里・町・先端産業が共に歩む緑のまちとして、建築協定や緑化協定、まちづくり協定など良好な生活環境を保全・育成する活動
の支援・誘導を行うこととされている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

170

市営住宅の空家率 市営栄住宅の空家率 市営住宅の改善により快適性を向上させ、空家の低減を図る。 10 5

防犯灯設置数 団地内における防犯灯設置数 防犯灯の設置数を増やし、防犯性向上への寄与を図る。 150



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

・地域住民にとって快適な公共的空間となるよう、市営住宅内広場を整備する。
　また、地域の福祉活動に併せ、誰でも安心して利用できる安全な歩行者空間を確保するため地区内道路の再整備を進める。

地域生活基盤施設（基幹事業）
舗装整備工事（関連事業）

・町の質の低下につながる恐れがある地区中心部にある市営栄住宅の老朽化等を防ぐ為、給水設備を高架水槽方式から直圧化方
　式へ更新するなど住宅の機能向上を図り、快適性を高める。
　また、団地内の防犯灯などの屋外施設の整備を行い、安全で安心な住環境を整備する。

公営住宅ストック総合改善事業（基幹事業）
高質空間形成施設（基幹事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 神戸市 直 公園：10箇所 H19 H19 H19 H19 5.0 5.0 5.0 5.0

高質空間形成施設 市営住宅 団地内照明施設 神戸市 直 照明施設：20箇所 H20 H20 H20 H20 2.5 2.5 2.5 2.5

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅ｽﾄｯｸ総合改善事業(給水改善) 給水改善：590戸 120.5 120.5 120.5 120.5

公営住宅ｽﾄｯｸ総合改善事業(共視聴ｱﾝﾃﾅ改善 ｱﾝﾃﾅ改善：590戸 4.5 4.5 4.5 4.5

公営住宅ｽﾄｯｸ総合改善事業(感知器改善)　  感知器改善：650戸 13.4 13.4 13.4 13.4

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 145.9 145.9 145.9 145.9 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

0

0

0

0

0

合計 0 0 0 0 …B
合計(A+B) 145.9

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
神戸市 8,000m ○ H17 H22

合計 0

神戸市 各小学校区 ○

所管省庁名事業主体

交付対象事業費 145.9 交付限度額 58 国費率 0.397

交付期間内事業期間
うち民負担分

0

0

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

ふれあいのまちづくり事業

舗装整備工事

事業

事業主体事業箇所名
（参考）事業期間

直／間

市営住宅 団地内広場

事業
細項目

地域創造
支援事業

事業
細項目

全体事業費
事業期間（いずれかに○）

規模

（参考）事業期間
事業箇所名

H17 H19

規模事業主体 直／間

桜ヶ丘ふれあいのまちづくり協議会

事業箇所名

押部谷東ふれあいのまちづくり協議会

桜ヶ丘地内線舗装整備工事

H17 H19公営住宅等整備 神戸市 直

住宅市街地
総合整備
事業



都市再生整備計画の区域
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） 面積 191 ha 区域
兵庫県神戸市西区桜ヶ丘東町１～６丁目、桜ヶ丘中町１～６丁目、桜ヶ丘西
町１～６丁目、秋葉台１～３丁目の全域及び押部谷木幡の一部



防犯灯設置数 （箇所） 150 （16年度） → 170 （20年度）
魅力が低下したニュータウンの住環境再生により、地域の活性化を図る。 市営住宅の空家率 （％） 10 （16年度） → 5 （20年度）
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